
12.天皇海山沖漁場開発調査

I 調査目的

経済水域200海里設定が世界の大勢となった現在，乙れに対応するため経済水域外における新漁

場開発を促進し，底ぴき網漁業経営の安定に資する。

E 調査内容

1. 調査期間 間和 51年 8月7同--9月4日

2. 調査海域 中部太平洋における下記 4点で固まれた海域

イ. 430 00' N 

ロ 430 0 0' N 

1 6 90 0 0' E 

1 7 20 0 0' E 

ノ、 300 0 0' N 1 7 20 0 0' E 

ー. 3 00 0 0' N 1 6 90 0 0' E 

3. 調査船 傭船第 30八幡丸(八幡漁業側所属， 124トン， 660馬力)

4. 担当者技師 団 村 真 通

5. 調査項目

(1) 漁場環境(水深，海底地形，等)

(2) (海上気象天候，気圧，風向カ，等)

(3) 資源の状況(海域別，魚種別，分布状況，主要魚種の生態)

(4) 漁場価値(漁獲高，漁業経費，曳網可能，面積)

皿調査結果と今後の課題

昭和 51年8月7日--9月4日， 3 20 
--4 10 N 1 7 00 

--1 7 20 E I乙点在する天皇海山群でオ

ッターロールによる漁場開発調査を実施した(調査日程第 1表)。

1. 漁場環境

ニントク，ジングウ，キンメイ，ユウリャクの 4海山について，魚探lとより水深と海底地形を調

査した。

各海山の最浅部は，ニントク海山 966m，ジングウ淘lJ初Om台，キンメイ海山 212m，ユウリ

ャク海山 380mで，ニントク，ジングウ海山では水深も深く，トロール可能な平坦な範囲は狭い

ようであるが，キンメイ，ユウリャク海山では水深 300--400ml乙平垣な部分が認められ，特に

欽明海山北側では，水深 300--400ml乙トロール可能な平垣部が広く拡ろがっていた(第 1，2 

図)。

2. 海上気象

調査期間中の風向は，南西から南南西の風が卓越しており，風力は風力階級 0--5までの変化が

あり，概して調査期間前半に風が強い傾向があった。

気温は，ニントク海山では 17.C，キンメイ海山では 20--27.C，ユウリャク海山では 25--

30.Cで南程高い。
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3. 資源の状況

ニントク，キンメイ，ユウリャクの 3海山で調査期間中 65匝(うち有効回数 60回)の操業を

行い約 70トン(1操業当 1079K，，)の漁獲を得た(第 2表)。

海域別ではキンメイ海山での漁獲が最も多く，総漁獲量の 82%を占め，次いでユウリャク海山

18%の順で，ニントク海山でも 1回の曳網を行ったが漁獲物は皆無であった。

漁獲物中 70%はキンメダイ，約 21%はクサカリツボダイで，キンメイ海山とユウリャク海山

の両魚種の組成比(キンダイ:クサカリツボダイ)はそれぞれ 5: 1， 5: 3で，キンメイ海山に

おけるキンメダイ割合が高くなっている。

最優占種であったキンメダイの魚体の大きさはキンメイ海山では尾文長 16......40cm，主モード

2 8 cm，副モード 22cmおよび 17 cmに見られ，また，ユウリャク海山では範囲 15......33cm，主

モード 17 cm，副モード 20......21cmにあり，キンメイ海山の万が魚体は大きかった。

4. 漁場価値

今回の調査から見る限り，漁場としては，水深 300......400ml乙広く平坦部をもっキンメイ海山

北側が，曳網しやすく，また漁獲量も多く最も有望な漁場であった。

水揚はキンメダイを中心』乙 4465ケース，水揚金額は約 670万円(1 0 K"当単価 1023円)で，

今回の調査にかかった諸経費(燃料，人件費，船舶管理費等を含む)約 1，700万円には遠く及ば

なかったことが問題として残った。

以上今回の調査は単年度それも 1ヶ月のみの調査であったので，漁場の持続性，各魚種の生態およ

び資源の状態を十分把握するには至らなかったので，今後時期をずらしてデータを集める必要があろ

つ。

(詳しくは 1976 :青森県水産試験場，昭和 51年度天皇海山域における漁場開発調査報告書

参照)
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第 1表 調査日程

月 日 事 項

8月 7 日 八戸港出港

8月 13 日 ニントク海山着，調査

8月 14 日 ヅングウ海山調査

8月 15 日 キンメイ海山調査

8月 16 日 ユウリャク海山着，調査

8月 18 日 ユウリャク海山発，キンメイ海山着，調査

8月 29 日 キンメイ海山調査終了，八戸港向け

9月 4 日 八戸港入港
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第 2表 天皇海山底びき網調査操業結果表

海区

番号
海山名 調査海区位置

操業
調査月日|

回数
水 深|

区分

1 Iニントク海山I41010'N17ぴ30'E I 8月13日
回 I I 漁獲量 K)I 

1 I 1，060-""'1，225m 
割合%

2 I~キ ンメイ州仰刊海削劇刊叫山UII|ド円3ぽ引グ引刊…1叩川O州 N川 22' E 

工メパイ州刊一~海配劇イ十十μ山イ十十い|1卜J~5~卜ト?一1
4|キンメイ海山 13川町山

ユウリャク海山I32必 一日 N

5 I (西側海域) い710白川72000'E

トー一一一+一一一一ー一一 一 十

6 Iキンメイ海山 (34。白川710 お E

」一一→一一一一一一一一十

135021r-mN 
7 Iキンメイ海UIi 

¥ i 171020'-33'E 

I I I 350 23' -3内

I 8 Iキンメイ海山i
I I i 1710 13' 却 E

「一寸一一ー す

!ペキンメイ海山ト5U 15 Nl71u 11 E 

l 350 12'一15'N

10 !キンメイ海L11! 
!171016'-23'E 

8月15日 I 1 

8月15日 I 1 

8月15日 I 1 

8月1fr'.18日I16 

350-"'" 370m 

漁獲量 K)I 

割 合%

漁獲量 K)I 

535-..... 520m! 

|割合%

| 漁 糧 均
7∞-..... 650m 

380-..... 727m 

割合%

漁獲量 K)I 

割 合%

8月20日

8月21.......26日

18月27....... 28日

リ
1

l
「
!
此

1
1

355-..... 380m 

330....... 400m 

9 328....... 390m 

漁獲量 KS' 

割合%

漁獲量 KS' 

割合%

漁獲量 K)I 

割 合%

2S的-..... 370m 

漁獲量 K)I 

割 合%

計

8月28"'-泊日 I5 ! 

65 : 

295-..... 375m 

漁獲量 K)I 

割 合%

漁獲量 K)I 

割 合%
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漁 獲 状 況

1 . _ ， ~= 1イトヒキ
カサコー科|メヌケ類|ダ ラ

計

1曳網当

漁獲量

K" 
ハゲヤセ|クサカリ

i キンメダイ|カガミダイ 1'，'/ '.~ 1 
ム ツ|ツボダイ

。 。

47 90 137 

137 

34.3 

L一一一一一
56 

65.7 1 100.0 

27 1201 203 

203 

卜十一
13.3 59.1 1 100ο 

3 151 20 

20 

10.0 15.0 75.01 100.0 

7，875 4，755 12，630 

789 

62.41一一一↓一一__L___3_7.6
100.0 

。 。

31，785 I 1，050 150 1 5，340 525 

2 15 

1，4 11 

77.7 2.6 0.4 13.0 1.3 

2，625 I 1，185 255 

ー

に

573 

23.1 4.8 

26 

7.7 
開門， .1 57.7 

6，675 135 600 i 11，040 
2，208 

1.2 5.4 I 100.0 

930 I 30 3，992 I 70，136 

1，079 

70.0 1.5 1.3 I (0.04) 5.7 I 100.0 
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第 1図 天皇海山海域における魚場開発調査海域図
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第 2図キンメイ海山 概略図
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